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企業や社会が求める、
様々な�D ツールを使いこなす
人材を育てる授業環境を
Fusion により実現できました

長岡技術科学大学工学部では、オートデスクの
Fusion を導入し、「AI （人工知能）を活用したジェ
ネレーティブ デザイン設計演習授業」を開始。
新しい技術トレンドであるAI を活用した授業は
Fusion だから実現できたという。授業への導入の
きっかけ、教育効果、学生にもたらす変化につい
て、今回同大学でプロジェクトに携わったキー
パーソン、授業担当者に話を伺った。

Autodesk Fusion を導入するだけで
最新技術による設計演習授業を実現
新しい学問・技術を創り出すとともに、独創的な
能力のある人材育成に力を注ぐ長岡技術科学
大学。教育の根幹にあるのは「現実の多様な技術
対象を科学の局面から捉え直し、それによって
技術体系を一層発展させる技術に関する科学」を
意味する“技学”だ。その本質は、実践の中から学理
を引き出し、学理を再び実践の中で試すことで、
“考え出す力”を育むことにある。
製造業においてDX （デジタルトランスフォーメー
ション）が進む中、“技学”の観点から新しい技術
を採り入れた設計演習授業が求められていた。
構想に取り組んだのは、長岡技術科学大学 技学
研究院 教授 磯部浩已氏と、同大学 技術革新フロ
ンティアセンター 特任教授 岩間正俊氏だ。
両氏が着目したのが、�D データを活用した次世
代ものづくりである。「今や、画面上で設計した�D 
データを使って、�D プリンターで試作品を作ること
ができる時代です。実際に触って使い心地などを
確認しながら改善しアジャイルに完成度を高めて
いく。新しいものづくりにおいて設計はどうあるべき
かを検討し、製造業で関心が高い�D プリンターと

� 軸加工機をテーマにした演習を行うことになりま
した」（磯部氏）
�D プリンターは、�D CAD で設計したデータを
使って有機的な形状を造形できる。その特性を
生かすべく、「AI によるジェネレーティブ デザインを
活用した授業」という基本方針を立てたと岩間氏は
振り返る。企業が求めるスキルでも、AI とデジタル
デザインは上位に位置付けられている*。問題は、
授業基盤をどう構築するか。既存のソフトウェアで
構築する場合、複数ツールの導入が必要となる。コ
スト、データ連携、運用負荷などが課題となり、新しい
技術トレンドを採り入れた授業づくりの実現性は
失われる。これらの課題を一気に解決するアプ
ローチとして、同大学が選択したのがオートデス
クのFusion だ。

「Fusion を導入するだけで、高性能な�D CAD/CAM/
CAE、コラボレーション、データ管理などの授業基
盤を構築できます。ジェネレーティブ デザイン機能
も統合されたソフトです。これらを教育機関は無償
で利用できる。Fusion だから、�D プリンターやジェ
ネレーティブ デザインといった次世代ものづくりの
授業を実現できたと思います。その導入は必然でし
た」（岩間氏）
次世代ものづくりをテーマとする授業では、もの
づくりに必要なツールが一つのソフトに統合され
ているメリットも大きい。「ものづくりのデシタル化
により、�D CAD で設計したデータが次の工程につ
ながっていきます。各ツールやプロセスのサイロ化
が進んだ環境では、これからの設計者に必要とな
る、ものづくりを俯瞰的に見る力を養えません。
オールインワンのFusion なら、統合環境のもとで
次世代ものづくりや新時代の働き方を学ぶことが

できます。さらに、シームレスなデータ連携により
チームで行う授業もしやすくなります」（磯部氏）
* オートデスク「���� 年度版デザインと創造の業界動向調査」より

AIが提示した複数案を比較検討
設計の仕方を考える力を養う
���� 年� 月、機械系をはじめとする工学部の� 年
生を対象に、ジェネレーティブ デザインを活用した
設計演習授業「D コース」がスタートした。D コース
の“D”はDX を意味する。DX 時代に活躍する技術
者を育てる“思い”が込められている。
ジェネレーティブ デザインは、コンピューターに条
件を与えることで、AI が多数のデザインモデルを自
動生成し提案してくれる。複数案を比較検討し、そ
こからインスピレーションを得ながら、条件をさら
に変えて求めているデザインを形にしていく。製造
業において、質とリードタイム短縮の両方を実現で
きる新しい設計手法として導入企業が増えてきた。
独創性や考える力を重視する長岡技術科学大学
の教育方針にも適っている。
ジェネレーティブ デザインの授業とはどのような
ものか。担当する同大学 技術研究院 機械系 設
計・生産工学講座 精密加工・機構研究室 助教 
川村拓史氏は説明する。「Fusion によるジェネレー
ティブ デザインの基礎を学んだ後に、テーブル、
椅子など身の回りにあるものをテーマにして実践
に移ります。� チームでアイデアや意見を出し合い
ながら取り組むことで、コラボレーションの意義も
体験できます。作りたいものを作るために直面する
課題に対し、設計の仕方を考えて解決することが、
この授業のポイントとなります」

例えば椅子の場合、ユニバーサルデザイン、座り
心地を追求した椅子など、学生が自分たちでコン
セプトを決めます。ジェネレーティブ デザインによ
り、柔軟性、剛性、軽量、荷重などの条件を設定す
ると、AI が様々なデザインモデルを提示。条件設定
ではCAE を利用し、折り畳むなどの機能性も追求
できる。

「授業では、ジェネレーティブ デザインを『こう使
いましょう』と教えるのではなく、学生の自主性を
重視しています。ポイントは、自分たちの発想で使い
こなしていくこと。面白い使い方を期待しています。
授業の最後には、�D プリンターで造形し発表会を
開催します」（川村氏）
既存の�D CAD は学内でしか利用できなかったが、
クラウドベースのFusion は学外でも使える。自
宅でジェネレーティブ デザインを使って、思いつい
た条件に合うデザインモデルを比較検討すること
も可能だ。学生は、場所にとらわれることなくもの
づくりに集中できる。またWindows とMac の両方
に対応しており、学生も利用しやすい。
授業の最終回は、� 軸加工機の講義と実演見学を
行う。講義を担当する磯部氏は、「�D プリンターと、
複雑な構造を切削できる� 軸加工機の用途の違い
を教えます。Fusion で作成したCAM データを使う
ことで、設計から製造に至るアウトプットまで一連
のプロセスが授業の最終回でつながります」

Fusion により� 次元から� 次元へ
学生の設計に対する考え方が変わってきた
Fusion は、今回の設計演習授業の前に、博士課程
の学生を中心とする「DX ものづくりラボ」で導入さ

れていた。授業ではなく、部活動に近い形で学生
が自主的にものづくりを行う際に利用していると
いう。「使い始めて� 年半が経過し、学生の設計に対
する考え方が変わってきました」と磯部氏は話しこ
う続ける。

「最初は、� 次元的思考の枠を超えることができま
せんでした。�D プリンターで造形するなら、平面では
なく、違う形状のものでもいいのですが、既成概念で

『こういうデザイン』というのがすでに頭の中にある
わけです。Fusion を使うことで� 次元的思考に変わっ
てきたと感じています」

「DX ものづくりラボ」では、Fusion のエキスパート
であるオートデスク認定パートナーによるトレー
ニングを受けている。同トレーニングは工学系・理
工学系の高等教育機関（大学院・大学・短期大
学・専門学校・高等専門学校）に対しスキル習得
の加速を無償で支援するものだ。オンサイトはも
とより、リモート対応も行っている。
川村氏は、「DX ものづくりラボで、学生たちが成長
していくプロセスこそが、D コースで行っていきたい
ことです」と話し、こう続ける。「D コースでは、ジェネ
レーティブ デザインを行って、解析して工学的視点
も採り入れたものづくりに落とし込んでいきます。
ジェネレーティブ デザインを通じて、CAE やCAM 
の理解につながる点もポイントですね。企業や社
会が求める、様々な�D ツールを使いこなす人材を
育てる授業環境をFusion により実現できました。
本授業はスタートしたばかりです。教育効果や学
生の声などを検証し、Fusion の機能をさらに生か
して演習内容の充実を図っていきたいと思います」

長岡技術科学大学 技術研究院 機械系
設計・生産工学講座 精密加工・機構研究室
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オートデスク ユーザー事例
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